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当期のトピック

東京証券取引所一部市場への市場変更
市場変更当日の2017年3月21日には、東証アローズで記念式典が行われました
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Ⅰ- 2017年3月期決算概要



Copyrightⓒ　Aidma Marketing Communication Corporation All Rights Reserved4

2016年3月期 2016年3月期
売上高構成比 2017年3月期 2017年3月期

売上高構成比 増 減 額 増 減 率

売 上 高 7,175 100.0% 7,574 100.0% +398 +5.6％

売 上 原 価 5,470 76.2% 5,666 74.8% +195 +3.6％

売 上 総 利 益 1,704 23.8% 1,907 25.2% +202 +11.9％

販 売 費 及び一 般 管 理 費 951 13.3% 1,069 14.1% +117 +12.4％

営 業 利 益 753 10.5% 838 11.1% +85 +11.3％

営 業 外 収 益 4 0.1% 2 0.0% -2 -58.3％

営 業 外 費 用 22 0.3% 17 0.2% -4 -19.3％

経 常 利 益 735 10.3% 822 10.9% +86 +11.8％

特 別 利 益 － － － － － －

特 別 損 失 3 0.1% 17 0.2% +13 345.7％

税 引 前 当 期 純 利 益 731 10.2% 804 10.6% +72 10.0％

法 人 税 等 243 3.4% 240 3.2% -3 -1.3％

当 期 純 利 益 488 6.8% 564 7.5% +76 +15.6％

( 単 位：百 万 円 )

（損益計算書）業績サマリー

市場変更関連費用
約１７百万円を計上

効率化や原価低減努力に
より伸びを抑制。

業容拡大に伴う人件費、
採用費、新規事業への
先行投資

ソフトウェア減損損失
15百万円を計上

Ⅰ
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( 単 位：百 万 円 )

業績の概況①売上高推移Ⅰ
11期連続で売上規模を拡大

売上高推移
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7,574

6,574ARSS
（アイドマ リテール サポート　
システム）を構築し、
ビジネスモデルを確立

食品スーパー特化型の
マーケティング支援を開始

独自のデータ分析システム
「AIDMA BIGDATA PLATFORM」を構築

東証マザーズ市場に上場

　

7,175

東証一部市場変更

2017/3

ビジネスモデル確立後、売上高を伸ばし続け、東証一部へ市場変更いたしました

前年対比 5.6%増売上高
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( 百 万 円 ) ( 百 万 円 )
822

564

7.4%

10.3%
483

235

11.8%増
前年対比

経常利益率

前年対比
15.6%増

業績の概況②利益Ⅰ
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10.9%

735
488

経常利益 当期純利益

スーパーマーケット・ドラッグストアの受注、原価低減効果に伴い、各利益とも過去最高益を更新
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業績の概況③経営利益増減内容

（億円）

2016/3 2017/3

増収・原価低減効果

業容拡大に伴う費用

CB先行費用
採用費、広告費等

人件費

7.3
8.2

2.0

0.4
0.4

0.3

Ⅰ

Cash☆Back
サービスに係る

先行費用等
(テストマーケティング費用)
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2- 2018年３月期業績予想
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( 単 位：百 万 円 )

2017 年 3 月 期
実 績

2018 年 3 月 期
通 期 予 想 増 減 率

売 上 高 7,574 8,000 +5.6%

営 業 利 益 838 880 +5.0%

経 常 利 益 822 880 +7.0%

当 期 純 利 益 564 620 +9.8%

2 2018年3月期業績予想

2017年3月期に続き、連続の増収増益
最高益の更新を見込む2018年3月期

既存クライアントや
新規クライアント
受注を見込む

増収や効率化による費用低減、
Cash☆Backサービスの先行
費用を見込む

市場変更費用17百万円の減少

9.8％の最終利益増加
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3- 成長戦略
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統 合 型 販 促 支 援 事 業
の 拡 大

食品・飲料メーカーへの
支 援 開 始

クライアント層を全国へ
拡大

スーパーマーケット
販促費の効率活用提案へ

食品・飲料メーカー

大手チェーンを本格
開拓

ドラッグストア

3 成長戦略の概要

統 合 型 販 促 支 援 事 業
の 拡 大

食品・飲料メーカーへの
支 援 サービス開 始

クライアント層を全国へ拡大
スーパーマーケット

販促費の効率活用提案へ
食品・飲料メーカー

大手チェーンを本格開拓
ドラッグストア

主力事業と新規事業を2つの柱に
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3 重点戦略-1：既存事業の拡販
福岡支店を中心に、北九州など西日本一帯を開拓

※ スーパーマーケット･ドラッグストアの売上高約18兆5千億円に、 
平均販促費率1.5％を乗じたもの

潜在市場規模 約2,775億円

重点開発エリア福岡支店
（2016年5月開設）
大手ドラッグストア
案件スタート

盛岡支局
（2017年4月開設）
大手ドラッグストア
案件スタート

★

★
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重点戦略-2：広告デザインの自動組成システムを自社開発
折込広告の制作をさらに効率化
独自開発の「ADPS(Automatic Digital Publishing System)」、運用開始へ

3

AADDPPSSADPS

従来人力に頼っていた複雑な広告制作工程を自動化
大手ドラッグストアのような制作面数が多い折込広告制作で、
大幅な省力化、省人化を実現

■原稿 ■基本フォーマット

   ADPS イメージ図
■組版後

AADDPPSSADPS

Aパターン

Bパターン

Cパターン

文文字字情情報報DDBB文字情報DB

画画像像DDBB画像DB
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重点戦略-3：食品メーカー向けキャッシュバックアプリ事業
従来の不特定多数の消費者に向けたマス媒体やキャンペーンとは違う消費者へダイレクトにリーチできる
従量課金のキャッシュバック機能に、ブランディング機能、生活者の囲い込み機能を有したメディア広告サービスです。

❶自社商品（食品メーカー様）の全国シェアアップ（リピート購入促進）
❷自社商品（食品メーカー様）の不振エリア活性化
❸新商品のテストマーケティング（認知と購入促進）
❹未展開エリア（自社商品の未販売地区）への販路拡大
❺レシート購入履歴データ分析によるマーケティング支援

【メーカーメリット】

1.クーポン対象商品登録

3.クーポン対象商品納入

2.クーポン対象商品閲覧

4.クーポン対象商品購入

6.レシート情報レポート 5.レシート撮影・送信

7.メディア費用 8.キャッシュバック実施食品
メーカー様 消費者様

小売店様

独自アプリ

メーカー
キャッシュバック
サイト

レシート
購入履歴

ユーザー情報
購入店情報

購入履歴情報

マス４媒体広告費（年間）

約4,700億円

3

メディア広告
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重点戦略-3：食品メーカー向けキャッシュバックアプリ事業
毎日のお買物をさらに「お得」にすることで、「メーカー」と「消費者」を
つなげ家計を応援するアプリです。

現在、沖縄にてテストマーケティングを実施
今後、全国リリース予定

3
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4- 株主還元
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2017 年
3 月 期

15円

1 株 当たり

年 間 配 当 金

35.9％

配 当 性 向

5円

1 株 当たり

市 場 変 更
記 念
配 当

Ⅳ 株主還元について

【株主還元方針】
株主の皆様への利益還元を重要な経営課題と位置付け、健全な財務体質の維持及び
将来の事業拡大に備えるための内部留保とのバランスを図りながら、各期の経営成
績及び財政状態を勘案して、利益配当による株主の皆様への利益還元の実施、中期
的な視点で株主価値の最大化を図る。

１０円

1 株 当たり

普 通 配 当
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会社概要

株式会社アイドママーケティングコミュニケーション

富山県富山市豊田町1丁目3番31号

1979年4月5日

代表取締役　蛯谷　貴

5億1,368万円

180名（2017年3月末現在）

販売促進業務を中心とするリテールサポートサービス

富山本社含む全国17拠点　※2017年4月 盛岡支局開設（全国18拠点）

PwCあらた有限責任監査法人

社　名

監査法人

拠　点

事業内容

従 業 員

資 本 金

代 表 者

設立年月日

本　社

会社概要（2017年3月現在）

Ⅴ
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6- （参考）事業概要
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株式会社アイドママーケティングコミュニケーションは、
大手食品スーパーマーケット・ドラッグストアなどに

統合型の販売促進支援を提供するリテールサポート企業です。
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事業環境認識-16

         流通小売業界の競争激化

新規出店競争から、既存商圏におけるシェア争いへ

消費者ニーズの把握とプロモーション能力の向上が課題に
～「売り場」の論理から「買い場」の論理へ～

マーケティング機能の強化ニーズが高まる
～アウトソーシングがひとつの受け皿に～

 の統合型販促支援サービス
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17,945
18,030

18,271

130,578

133,699
（+2.4％）

（+0.5％）

2013 2014 2015

13,069
13,547

49,374

2013 2014 2015

12,837
12,843

12,822

5,557

5,595

2013 2014 2015

各売上高の出典：経済産業省「商業動態統計」／スーパーマーケット店舗数の出典：新日本スーパーマーケット協会「スーパーマーケット統計調査」
ドラッグストア店舗数の出典：経済産業省「商業動態統計」（注）ドラッグストアの売上高については、分類方法の変更により2013年以前のデータが発表されていません。
世帯数・人口数の出典：総務省統計局「日本の統計」

売上高(単位：億円)

店舗数(単位：店)

売上高(単位：億円)

店舗数(単位：店)

世帯数(単位：万世帯)

人口数(単位：万人)

132,233
（-1.1％）

（+8.6％） （+0.8％）

（-0.2％）

（+3.7％）（+1.3％）

53,608 5,641

事業環境認識-26
鈍化する出店ペース、変化する消費者

（+0.7％）

（+0.0％）

売上高が横ばいとなり、出店余地の縮小から店舗数の伸びが鈍化。
一方では、人口減少と世帯数増加が同時に起こっています

スーパーマーケット ドラッグストア 世帯数+人口
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ビジネスモデルの全体像6
流通小売業向けの販促企画・提案・デザイン・販促物制作を、一気通貫で提供

顧客企業（食品スーパーを主体とした流通小売業）

アイドマ マーケティングコミュニケーション（統合型販促支援）

消 費 者

販売促進活動のＰＤＣＡ運営支援 統合型販促機能

AIDMA
マーケティング
PDCA支援

（計画） （実行）

（改善:仮説設定）

★�月度トレンド＆�
マーケティングレポート

トマトの状況

牛焼肉用の状況

〈SI値(実績)〉
〈折込広告検証〉

〈販売実績データ〉

（評価:検証）

〈ホームページ〉 〈メルマガ〉

〈折込広告〉

〈店頭〉

プロモーション メディア
折込広告 店頭

プロモーション マス媒体 WEB
プロモーション

AIDMA マーケティング ソース
食のトレンド SＡLE

検証データ 競合店調査 リサーチ
データ

AIDMA BIG DATA PLATFORM
アイドマ ビッグデータ プラットフォーム

AIDMA マーケティング･MD支援
MD戦略

(価値･価格)
プロモーション

戦略
クリエイティブ

戦略
コンサル
ティング

ショッパー データ
SHOPPER DATA

市場 データ
MARKET DATA

インサイト データ
INSIGHT DATA

×

販売促進費
（売上対比約1.5%程度）

リサーチ・トレンド情報

企画・提案・販促物制作・
業務支援

各販促手段（折込広告・ウェブ特売情報等） 
による情報伝達
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独自分析システムによるノウハウをマーケティング･プロモーション支援に活用
BIGデータプラットフォーム6

AIDMA
Big Data Platform

流通 小売業（SM･DRUG）

テーマ企画プロモーション提案
（データ分析＋企画＋販促デザイン）

エモーショナルデータ

◎検索実績データ（ＳＩ値）
検索履歴実績からの顧客嗜好分析

スーパーマーケット･ドラッグストアに
関する
ＴＶ･書籍･雑誌からの
旬なトレンド情報データベース
・消費者ライフスタイル動向
・ 話題、人気の食のトレンド情報 
（レシピ･新商品･ヒット商品･食材の効用など）
・食べ合わせ、生活の知恵 等

■ＡＩＤＭＡトレンド調査データベース
＋

＋

構造化データ

流通小売業のPOSデータ

■顧客･外部 ＰＯＳデータ

＋

＋

＋

SP･広告･アイテム価格調査データ

■競合店 販促･ＳＰデータ ※ＡＩＤＭＡ独自調査

■オープンデータ･エリアデータ

気象データ 家計調査データ

地域特性データ消費支出データ

各種マスターデータ行事･催事データ

■補足活用データ

■ネットリサーチシステム

■優良顧客女性モニター
＋
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消費行動・リサーチ・トレンド情報・BIGデータ分析から、販促企画・デザインを提案
月度テーマMDプロモーション提案6

SI値

○○○

■生活カレンダー

■トレンド調査 ■クリエイティブ提案

■SI値分析

■リサーチデータ

■データ分析-1
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「常駐」「専門分業体制」が、顧客との緊密な関係構築と顧客の販促効果向上に寄与
ARSSによる販促支援体制6

A社導入事例より

支局長 チーフプランナー
オペレーター 原稿管理

専任販売促進支援チーム
顧客オフィスに常駐(顧客本部)

マネージャー レイアウター 画像処理
チーフデザイナー DB管理 撮影（カメラマン）

デザイナー 文字入力 POP

専任デザイン支援チーム
富山本社

マーケター データ分析
マーケティングプランナー WEBプランナー
マーケティングリサーチ 専属コンサルタント

マーケティング･
プラニングチーム

東京営業本部 ＡＲＳＳ販促
ソリューション

効率的なオペレーション
質の高いクリエイティブ

価値観を共有し
スピード感のある対応

常駐型
サービス

専門分業
体制

・ クライアント先への常駐により 
商圏顧客の変化に即応した販促支援対応 
顧客との価値観を共有した販促支援対応

・クライアント方針に沿った販促支援活動

・ マーケティング企画の提案力・デザイン力 
（ビッグデータ分析＋販促テーマの融合等）

・ 集客・売上アップ寄与を目指す 
マーケティング提案
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フローの高付加価値部分を、ワンストップで自社提供
ビジネスモデルの特徴6

スーパーマーケット･ドラッグストアの販促ニーズに対応したソリューション提供

流通プロモーションの
ワークフロー

アイドママーケティングコミュニケーション
統合型販促支援

マーケティング支援 自社

ＭＤ提案 自社

ＳＰ企画立案 自社

ＢＩＧデータ分析 自社

クリエイティブ 自社

制作力 自社

ネット販促 自社

印刷 印刷会社とのパートナーシップ



Copyrightⓒ　Aidma Marketing Communication Corporation All Rights Reserved28

アイドママーケティングコミュニケーションの強み
独自のビジネスモデルの強みを生かし
特定業界のリーディングカンパニーへ

１.  高いコストパフォーマンス 
・持たざる強み 
 （紙商社数社から独自の調達、 
     地域の優良な印刷会社とのアライアンス） 
・自社の制作アカデミーによる大量な制作物の生産体制 
・現場OJTによるスペシャリストの育成

２.  特定業界に特化したビジネスモデルの確立により参入障壁が高い 
・SM業界･DRUG業界への特化 
・販促支援･マーケティング･クリエイティブを一気通貫で内製化

３.  安定した取引のビジネスモデル 
・ストック性の取引モデル

 4 .  競合との差別化 
・各セクションでプロ集団を保有し大手等が実行出来ないビジネスモデル
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本資料の取り扱いについて

本資料には、当社に関連する⾒通し、将来に関する計画、経営目標などが記載されています。
これらの将来の⾒通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、
当該仮定が必ずしも正確であるという保証はありません。様々な要因により実際の業績が本資料の記載と
著しく異なる可能性があります。 

別段の記載がない限り、本資料に記載されている財務データは日本において一般に認められている会計原
則に従って表示されています。

当社は、将来の事象などの発⽣にかかわらず、既に⾏っております今後の⾒通しに関する発表等につき、開
示規則により求められる場合を除き、必ずしも修正するとは限りません。 

当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。 

　 本資料ならびにIR関係のお問い合わせにつきましては、下記までお願いいたします。

　 株式会社アイドママーケティングコミュニケーション 経営管理部
　 TEL: 076-439-7880　FAX: 076-439-8677
　 MAIL：info@e-aidma.co. jp　HP： https://www.e-aidma.co. jp


